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正　会　員　各位

（一社）全国ＬＰガス協会


総合資源エネルギー調査会資源・燃料分科会の報告書について
(お知らせ)


標記につきましては、４月２７日付け全Ｌ協保安・業務Ｇ３第１８号において本分科会の検討状況についてお知らせしたところです。

この度、本分科会において今後の資源・燃料政策のあり方・方向性を示した報告書がとりまとめられましたのでお知らせいたします。

なお、本報告書を基に、今後取りまとめを行う予定の「エネルギー基本計画(第６次)」に反映される予定です。

報告書につきましては、量が多いことから、以下のホームページより取得くださいますようお願いいたします。


【資料掲載】資源・燃料分科会報告書
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shigen_nenryo/pdf/20210512_1.pdf

【主な内容】
ＬＰガスにつきましては、引続き「国民生活・経済活動に不可欠」、「石油とともにエネルギー供給の「最後の砦」」と位置づけ、平時や緊急時にも対応できる強靭な供給体制確保の重要性を明記。また、政策の方向性として、避難所などでの自衛的備蓄や中核充填所の新設・機能拡充を引き続き後押ししていくべきである旨などが示されております。
以 上
発信手段：Ｅメール、担当：保安・業務グループ　瀬谷、岩田
